
 
 

 
 

２０１8 SUPER FORMULA 
P.MU / CERUMO・INGING Race Report 

第 1 戦 鈴鹿サーキット  

◆ 4 月 22 日 (日)  < 決勝 > 天候：晴れ ｜ コース状況：ドライ 

＃１ 石浦 宏明 4 位 ／ #２ 国本 雄資 13位 
 

2018 年の全日本スーパーフォーミュラ選手権第

1 戦は、4 月 22 日(日)に決勝レースが行われ、

P.MU／CERUMO･INGING は石浦宏明が予選か

ら順位を上げ、4位入賞を果たした。一方の国本は

スタートでジャンプアップを果たしたものの、13

位でレースを終えた。 

 
 
 前日に続き夏日となった決勝日。フリー走行が始まった午前8時35分の時点で、気温は20℃を超えていた。
30 分間設けられているこのセッションでは、決勝に向けたロングランチェックを行うマシンがほとんどで、
P.MU／CERUMO･INGING の 2 台も、石浦がミディアムタイヤで、国本がソフトタイヤでそれぞれセッション
を開始。石浦はセッションをほぼ半分に分けてミディアムタイヤとソフトタイヤ両方の連続周回を行った。国
本も 9 周ほどを周回してからミディアムタイヤに履き替えたが、最後に再びソフトタイヤに履き替えてコース
イン。2台が別々のプログラムを組んで走行を進め、決勝に向けたデータを集めていった。 
 
 ピットウォークが終了し、SUPER FORMULA のス
タート進行が始まったのは午後 1 時 5 分。グリッドウ
ォークなどを行っている間にも路面温度は上昇し、気温
26℃、路面温度 40℃というコンディションで、決勝レ
ースがスタートした。ポールシッターから 6番グリッド
の石浦まで 6 台がミディアムタイヤをスタートタイヤ
にチョイス。中団のグリッドから早めのポジションアッ
プを狙う国本は、ソフトタイヤを選んだが、これを活か
してスタートダッシュに成功。オープニングラップでは
石浦も抜いて 5番手まで浮上した。 
 



 
 

 
 

 石浦はソフトタイヤで温まりの早いマシンに先行
されて、9番手まで一時順位を下げることに。集団の
中で、思うようなペースで走れずレース前半は我慢の
走りが続いたが、上位陣がピットに入り前方がクリア
になると徐々にペースアップ。レース中盤の 28 周目
からは、4 周連続で自己ベストタイムを更新し、32
周を終えたところでピットへと向かった。ソフトタイ
ヤに履き替え、給油を済ませてコース復帰し、全車が
ピット作業を終えたところで、5位まで順位を押し上
げることに成功。ピットアウト直後の 34 周目には 1

分 42 秒 543 の自己ベストタイムを記録し、前車を追い上げていった。38 周目には 4位にポジションアップ。
さらに表彰台獲得を目指し、3番手のマシンを猛追。2秒まで縮めたところで残念ながらチェッカーが振られ、
表彰台にはわずかに届かなかったものの、予選順位よりポジションを上げ、4位入賞を果たした。 
 
 オープニングラップで大きくポジションアップした国本は、3 台による 4 位争いを展開。序盤の 10 数周は
一進一退の攻防が続き、国本は集団の中でも早めの、18 周を終えたところでピットへと向かった。すぐ後ろを
走っていた中嶋一貴選手と同タイミングでのピットインとなったが、順位変動なくコースへ復帰。残り 33 周と
なった後半スティントを、ミディアムタイヤで走り始めることとなった。全体の順位変動が落ち着いたところ
で、国本は 6番手を走行していたが、41 周を終えたところで再度ピットイン。最初のピット作業時に十分に給
油ができておらず、スプラッシュアンドゴーですぐさまコースへ復帰したが、順位を大きく下げる形となり、
最終的に 13 位完走となった。一喜一憂の結果に終わった鈴鹿ラウンドだったが、次戦は昨年 2 台揃って上位
入賞を果たしたオートポリス。今大会の問題点をクリアして再び 2台揃っての表彰台を目指す。 
 
 

 
 
 
 



 
 

 
 

ドライバー／#1 石浦 宏明 
「僕よりも後ろのグリッドにいるドライバーたちは
ソフトタイヤを選択してスタートしていたので、のま
れてしまうだろうなとは思いました。自分自身のスタ
ートはうまく決まりましたが、ある意味想定通りに順
位を下げることになり、それでも最終的には自分の方
が前にいると思って、あまりそこで無理はしませんで
した。いずれ自分の前にクリアな空間ができるので、
その時にペースアップできるようにタイヤをコント
ロールしながら走り、それが結局、ピットインの後の

ポジションアップにつながったと思います。難しいレースでしたが、可能な限りの挽回はできたと思います」 
 
 
 ドライバー／#2 国本 雄資 
「スタートはとてもうまく決まって、オープニングラ
ップを 5 番手で戻ってくることができました。クル
マのバランス自体は苦しかったのですが、そのなかで
限界まで出し切って走れたと思います。給油の際のト
ラブルで順位を下げることになり、結果はとても悔し
いですが、クルマの調子も流れもあまり良くない中で
自分の仕事はしっかりとできたと思うので、常に限界
を出し切って走れるよう、頑張っていきたいと思いま
す」 
 
 

監督／立川 祐路 
「今年の 2 スペックタイヤでの初めてのレースでした
が、基本的にソフトタイヤの方がスタートダッシュは速
く、国本の方はそれを狙ってソフトタイヤでスタートし
たところ、狙い通りに前に出ることができました。逆に
上位陣は前半スティントを短めにしてしまうとピット
アウトの際に後方集団に引っかかってしまう恐れがあ
ったため、ミディアムタイヤを選ばざるを得なかった。
石浦はミディアムタイヤ組の中でも一番後ろになって
しまったため、ソフトタイヤ組にのまれてペースが上げ

られませんでした。そんな中での 4 位は、チャンピオンシップを考えるうえでも今後につながる結果だと思
います。一方の国本は、チームのミスで獲れるはずのポイントを逃してしまった。ドライバーに申し訳ないで
す。初めてのミスではないので、二度と同じことを繰り返さないよう、次戦以降を戦っていきたいと思います」 



 
 

 
 
 総監督／浜島 裕英 
「石浦は、着実に作戦を遂行し、ある程度は予定通
りにレースを運ぶことができました。国本はとても
いいスタートを切れましたが、チームとしてそれを
支えてあげることができなかった。本当に申し訳な
いです。同じ失敗を繰り返さないよう、しっかりと
分析をしたいと思います」 

 

 

 

 

【正式決勝結果】(上位 10 台抜粋) 

Pos. No. Driver Type Car Time / Behind 

1 16 山本 尚貴 Honda HR-417E TEAM MUGEN SF14 1:29’25.365 

2 19 関口 雄飛 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 1.720 

3 5 野尻 智紀 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M5S SF14 13.717 

4 1 石浦 宏明 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14 15.881 

5 65 伊沢 拓也 Honda HR-417E TCS NAKAJIMA RACING SF14 30.907 

6 17 塚越 広大 TOYOTA R14A REAL SF14 31.285 

7 3 Nick Cassidy TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 32.575 

8 36 中嶋 一貴 TOYOTA R14A VANTELIN KOWA TOM’S SF14 41.467 

9 4 山下 健太 TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 45.427 

10 18 小林 可夢偉 TOYOTA R14A KCMG Elyse SF14 47.622 

13 2 国本 雄資 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14 1’10.480 

 

 

ドライバースタンディング(第 1 戦終了時点) 

 (上位 5 名抜粋) 

Pos. No. Driver Point 

1 16 山本 尚貴 11 

2 19 関口 雄飛 8 

3 5 野尻 智紀 6 

4 1 石浦 宏明 5 

5 65 伊沢 拓也 4 

- 2 国本 雄資 0 
 

チームスタンディング(第 1 戦終了時点) 

 (上位 5 チーム抜粋) 

Pos. Team Point 

1 TEAM MUGEN 10 

2 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 8 

3 DOCOMO TEAM DANDELION RACING 6 

4 P.MU/CERUMO · INGING 5 

5 TCS NAKAJIMA RACING 4 
 

 


